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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　埋込型医療装置と外部装置との間の無線周波数（ＲＦ）通信を可能にするための遠隔計
測システムであって、
　前記埋込型装置および前記外部装置のそれぞれに組み込まれた、アンテナ、ＲＦ送信器
、ＲＦ受信器、コントローラと、
　前記埋込型装置に組み込まれたウェイクアップ・タイマと
　を備え、
　前記ＲＦ送信器と前記ＲＦ受信器とが、前記ＲＦ送信器および前記ＲＦ受信器の電源の
入切を可能にするために、前記埋込型装置内の前記コントローラにインターフェースで接
続されており、
　前記外部装置が、前記埋込型装置との通信セッションを確立するために、複数のウェイ
クアップ特殊文字と装置ＩＤとの繰り返しシーケンスを含むデータ・セグメントを送信す
るようにプログラムされており、
　前記埋込型装置が、前記ウェイクアップ・タイマで決められた周期的な間隔で、指定さ
れた時間ウインドウの間、前記埋込型装置の送信器および受信器の電源を入れ、前記外部
装置によって送信された前記複数のウェイクアップ特殊文字のうちの１つを受信するのを
待つようにプログラムされており、
　前記埋込型装置が、ウェイクアップ特殊文字および前記装置ＩＤを受信すると、連続す
るウェイクアップ特殊文字を受信し続ける限り、前記埋込型装置の送信器および受信器を



(2) JP 5102761 B2 2012.12.19

10

20

30

40

50

電源が入った状態に維持し、前記受信された装置ＩＤが前記埋込型装置のＩＤに合致した
場合、前記外部装置に確認応答信号を送信し、次いで、前記外部装置からの応答を指定さ
れた期間待つようにプログラムされており、前記装置ＩＤは、前記埋込型装置に対して一
意的であり、
　前記確認応答信号に対する応答が前記埋込型装置によって受信されると、前記外部装置
と前記埋込型装置とが、通信セッションを確立するようにプログラムされているシステム
。
【請求項２】
　前記装置ＩＤが、前記複数のウェイクアップ特殊文字の後の前記データ・セグメントに
含まれている、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記外部装置と前記埋込型装置との前記ＲＦ送信器および前記ＲＦ受信器が、周波数で
区分けされた複数の通信チャンネルの間で切り替えることができる、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項４】
　前記複数の通信チャンネルのうちの１つが、通信セッションを確立するためのウェイク
アップ・チャンネル専用で使用され、残りのチャンネルが、確立された通信セッションを
継続するためのデータ・チャンネルである、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記外部装置が、ＲＴＳフレーム、ＣＴＳフレーム、前記データ・セグメントを前記ウ
ェイクアップ・チャンネルを介して送信するようにプログラムされており、前記埋込型装
置が、ＡＣＫフレームを前記ウェイクアップ・チャンネルを介して送信することによって
応答するようにプログラムされている、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記ＡＣＫフレームを前記外部装置から前記ウェイクアップ・チャンネルを介して受信
した後、前記外部装置が、前記ＰＧに応答し通信セッションを確立するために、前記ウェ
イクアップ・チャンネルへのアクセス権を争奪するようにプログラムされている、請求項
５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記外部装置が、前記埋込型装置と通信セッションを確立した後、使用可能なデータ・
チャンネルを検出し、前記データ・チャンネルＩＤを前記ＰＧにウェイクアップ・チャン
ネルを介して送信し、さらに通信を行うために、選択されたデータ・チャンネルに切り替
えるようにプログラムされている、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記埋込型装置と前記外部装置とが、ＤＣバランス・データ・ストリームを提供する伝
送コードによって通信する、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記伝送コードが８ｂ／１０ｂである、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　外部装置が埋込型医療装置と通信する方法であって、
　前記埋込型装置との通信セッションを確立するために、前記外部装置から、複数のウェ
イクアップ特殊文字と装置ＩＤとの繰り返しシーケンスを含むデータ・セグメントを送信
することであって、前記埋込型装置が、周期的な間隔で指定された時間ウインドウの間、
前記埋込型装置のＲＦ送信器およびＲＦ受信器の電源を入れ、前記外部装置によって送信
された前記複数のウェイクアップ特殊文字のうちの１つを受信するのを待ち、前記埋込型
装置が、ウェイクアップ特殊文字と前記装置ＩＤとを受信すると、連続するウェイクアッ
プ特殊文字が受信され続ける限り、前記埋込型装置のＲＦ送信器およびＲＦ受信器を電源
が入った状態に維持し、前記受信された装置ＩＤが前記埋込型装置のＩＤに合致した場合
、前記外部装置に確認応答信号を送信し、次いで、前記外部装置からの応答を指定された
期間待ち、前記装置ＩＤは前記埋込型装置に対して一意的である、ことと、
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　前記確認応答信号に対する応答が前記埋込型装置によって受信される場合に通信セッシ
ョンを確立することと
　を含む、方法。
【請求項１１】
　前記装置ＩＤが、前記複数のウェイクアップ特殊文字の後の前記データ・セグメントに
含まれている、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記外部装置が、ＲＦ送信器およびＲＦ受信器を含み、前記外部装置の前記ＲＦ送信器
および前記ＲＦ受信器、および、前記埋込型装置の前記ＲＦ送信器および前記ＲＦ受信器
が、周波数で区分けされた複数の通信チャンネルの間で切り替えることができる、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数の通信チャンネルのうちの１つが、通信セッションを確立するためのウェイク
アップ・チャンネル専用で使用され、残りのチャンネルが、確立された通信セッションを
継続するためのデータ・チャンネルである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記外部装置が、ＲＴＳフレーム、ＣＴＳフレーム、前記データ・セグメントを前記ウ
ェイクアップ・チャンネルを介して送信し、前記埋込型装置が、ＡＣＫフレームを前記ウ
ェイクアップ・チャンネルを介して送信することによって応答する、請求項１３に記載の
方法。
【請求項１５】
　前記ＡＣＫフレームを前記外部装置から前記ウェイクアップ・チャンネルを介して受信
した後、前記外部装置が、前記ＰＧに応答し通信セッションを確立するために、前記ウェ
イクアップ・チャンネルへのアクセス権を争奪する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記外部装置が、前記埋込型装置との通信セッションを確立した後、使用可能なデータ
・チャンネルを検出し、前記データ・チャンネルＩＤを前記ＰＧにウェイクアップ・チャ
ンネルを介して送信し、さらに通信を行うために、選択されたデータ・チャンネルに切り
替える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記埋込型装置と前記外部装置とが、ＤＣバランス・データ・ストリームを提供する伝
送コードによって通信する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１８】
　前記伝送コードが８ｂ／１０ｂである、請求項１７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　優先権の主張
　本明細書は、２００５年４月２７日出願の米国特許出願第１１／１１６，１０８号に対
する優先権の利益を主張し、これらの仮出願の全体を参照によりここに援用する。
【０００２】
　本発明は、心臓ペースメーカや埋込型電気除細動器／細動除去器などの埋込型医療装置
に関する。詳細には、本発明は、かかる装置に遠隔計測を実装するためのシステム及び方
法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ペースメーカや埋込型電気除細動器／細動除去器などの心臓律動管理装置を含んだ埋込
型医療装置（ＩＭＤ）は一般に、高周波の遠隔計測リンクを介して通信データを外部装置
（ＥＤ）と通信するための機能を有する。かかる外部装置には、埋め込まれた医療装置の
動作パラメータをプログラムするために使用する外部プログラマがある。例えば、ペーシ
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ング・モードやペースメーカのその他の動作特性は、このようにして埋め込み後に修正す
ることができる。また、現代の埋込型装置は、埋め込まれた装置からプログラマへ情報を
送信できるように、双方向通信の機能も含む。埋込型装置から一般に遠隔計測できるデー
タの中に、様々な動作パラメータや生理的データが入っており、生理的データは、リアル
タイムで収集されるか、あるいは前の監視運転から記憶される。
【０００４】
　外部プログラマは通例、電気誘導リンクを介してＩＭＤと通信するように構成される。
外部プログラマとＩＭＤにあるコイル・アンテナが電気誘導式に結合されて、この２本の
結合されたコイルの共振周波数に対応する搬送波形を変調することによってデータを送信
することができる。電気誘導リンクは、外部装置のコイル・アンテナがＩＭＤに接近（一
般に２～３インチ（５～８センチ）の範囲内）していることが必要な、短距離の通信チャ
ンネルである。その他のタイプの遠隔計測システムは、ＩＭＤとＥＤの間の無線媒体を介
した通信を可能にするために、遠距離の高周波（ＲＦ）放射電磁波を利用することもでき
る。かかる長距離ＲＦ遠隔計測を使用することによって、ＩＭＤは、外部プログラマや遠
隔モニタなどのＥＤと、接近することなく通信することが可能になる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　アンテナに送られるエネルギーのかなりの部分を遠距離放射線として放射するには、駆
動信号の波長はアンテナの長さよりもあまり大きくならないようにするべきである。した
がって、埋込型装置での使用に適したサイズのアンテナによる遠距離高周波通信には、数
百ＭＨｚ～数ＧＨｚの周波数範囲の搬送波が必要である。この周波数範囲に対して活動状
態の送信器と受信器には、かなりの電力（一般に数十ミリワット）を消費する特殊なＲＦ
コンポーネント（一般にＳｉＧｅ又はＧａＡｓ半導体デバイスを含む）が必要である。し
かし、埋込型医療装置は、装置のハウジング内部に含まれている電池から電力が供給され
る。この電池は、限られた量の連続出力しか供給することができず、その後は供給が止ま
ってしまう。埋込型装置内の電池がなくなると交換しなければならず、それには再埋め込
み処置が必要になる。したがって、埋込型医療装置のための無線遠隔計測システムでは、
電力の節約が重要な設計目的である。
【０００６】
　臨床環境ではまた、無線媒体を介した通信が複数の装置間で可能であるように、複数の
埋込型及び／又は外部装置を、１つの部位に配置することもよくある。この状況で、各装
置の任意の対の間の通信セッションを確立するように、複数の装置の間の媒体へのアクセ
スを制御しなければならない。それぞれ異なった装置間で複数の通信セッションを、同時
に行うことを可能とすることも望ましいはずである。しかし、この環境において、電力の
節約を考慮することによって課せられる制約の範囲内で、ＩＭＤと通信を迅速に確立する
ことができる手段を提供するのは困難である。また、家庭や診療所には、ＥＤとＩＭＤの
間の通信と干渉する可能性のある外部ＲＦエネルギー源が存在し、この問題にも対処しな
ければならない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、埋込型装置の所要電力を低減することができるようにして、装置が複数ある
環境で埋込型医療装置と外部装置の間の高周波（ＲＦ）通信を可能にするための遠隔計測
システムに関する。各埋込型装置は、ウェイクアップ・タイマで決められた周期的な間隔
で指定された時間ウインドウの間、その送信器と受信器の電源を入れ、外部装置から送信
されたウェイクアップ特殊文字の受信を待つようにプログラムされる。有効範囲内にある
複数のかかる装置の中から選択した埋込型装置１つだけをウェイクアップし、それと通信
を確立するために、特定の埋込型装置一意の識別コードも外部装置から送信される。埋込
型装置は、識別コードが送信されたと判定すると、確認応答信号を送信し、指定された期
間、外部装置からの応答を待つ。次いで、確認応答信号に対する応答が埋込型装置によっ
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て受信されると、外部装置と埋込型装置は通信セッションの確立を試みる。狭帯域ノイズ
を回避し、装置間の同時通信セッションを可能にするために、周波数で区分けされた多重
通信チャンネルを使用することもできる。ウェイクアップ・シーケンスを送信し、通信セ
ッションを確立する際に、多重通信チャンネルのうちの１つ又は複数を制御チャンネルと
して専用で使用してもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　埋込型装置による電力消費は、ＲＦ送受信コンポーネントのデューティ・サイクルを管
理することによって低減させられる。長距離ＲＦ遠隔計測回路（すなわち、送信器と受信
器）は一般に、動作するために数十ミリワット程度の電力を必要とする。一方で現在使用
されている埋込型心臓装置は通常、マイクロワットの範囲の平均電力で動作するように設
計されている。つまり、ＲＦ遠隔計測回路を、かかる装置の電力使用量を満たすようにデ
ューティ・サイクルを引き下げて動作させなければならない。埋込型装置のＲＦ遠隔計測
回路は、電源を入れることも切ることもでき、これはそれぞれアウェイク（awake）状態
、スリープ（sleep）状態と呼ばれる。埋込型装置のＲＦ遠隔計測回路のデューティ・サ
イクル動作は、周期的なウェイクアップ間隔を決めるウェイクアップ・タイマによって実
装することができ、このウェイクアップ間隔で埋込型装置はそのＲＦ回路の電源を入れ、
指定された期間の間、外部装置からの送信をリスンする。この時間ウインドウはウェイク
アップ・ウインドウと呼ばれる。外部装置からの送信に対して確認応答が行われると、プ
ロトコルをハンドシェークすることによって通信セッションを確立することができ、次い
で装置間でデータを転送することができる。電力消費を最小限にするには、外部装置から
のセッション要求を確実に認識できると同時に、ウェイクアップ間隔ごとに、できるだけ
短い時間で埋込型装置のＲＦ回路の電源が入ることが望ましい。埋込型装置は、そのウェ
イクアップ・ウインドウ中に外部装置からのセッション要求を認識すると、外部装置との
通信セッションを確立するのに十分な間だけアウェイクのままでいる。そうでない場合は
、次のウェイクアップ間隔が生じるまで、埋込型装置はスリープ状態に戻る。
【０００９】
　本明細書では、埋込型装置の所要電力を低減させる形で、装置が複数ある環境で埋込型
医療装置と外部装置の間の高周波の（ＲＦ）通信を可能にするための遠隔計測システムに
ついて説明する。システムの例では、外部装置は、埋込型装置との通信セッションを確立
するために、ウェイクアップ特殊文字の反復シーケンスを含んだデータ・セグメントを送
信するようにプログラムされる。埋込型装置は、ウェイクアップ・タイマで決められた周
期的なウェイクアップ間隔で、ウェイクアップ・ウインドウと呼ばれる指定された時間ウ
インドウの間、その送信器と受信器の電源を入れ、外部装置から送信されたウェイクアッ
プ特殊文字のうちの１つを受信するのを待つようにプログラムされる。埋込型装置は、特
殊文字を１つ受信すると、連続するウェイクアップ特殊文字を受信し続ける限り、その送
信器と受信器を電源が入った状態に維持する。有効範囲内にある複数のかかる装置の中か
ら選択した埋込型装置１つだけをウェイクアップさせ、それと通信を確立するために、特
定の埋込型装置一意の識別コードも外部装置から送信される。一実施形態では、識別コー
ドは、各埋込型装置をウェイクアップさせるために一意のウェイクアップ・シーケンスが
使用されるようにウェイクアップ・シーケンス内に含まれる。他の実施形態では、識別コ
ードは、１つ又は複数のウェイクアップ文字が送信された後に送信される。埋込型装置は
、ウェイクアップ文字でウェイクアップすると、識別コードが送信されたかどうか判定す
るまで受信データを受信し続ける。埋込型装置は、識別コードが送信されたと判定すると
、確認応答信号を送信し、指定された期間、外部装置からの応答を待つ。外部装置と埋込
型装置は、確認応答信号に対する応答が埋込型装置によって受信されると、プロトコルを
ハンドシェークすることによって、通信セッションを確立するようにプログラムされてい
る。次いで通信セッション中、埋込型装置のＲＦ送信器と受信器を、通信セッションの時
間ウインドウ中電源が入った状態に維持しても、あるいは決められたプロトコルに従って
規定された間隔で電源を切る。
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【００１０】
　外部装置と埋込型装置のコントローラは、多重通信チャンネルを利用する形でそれぞれ
の遠隔計測ハードウェアを動作させるようにプログラムされている。この多重チャンネル
は、１つのチャンネルを介した通信がその他のチャンネルを介した通信を妨げないように
それぞれ異なった搬送周波数が決められている。データ転送に多重チャンネルを使用する
ことによって、異なる埋込型装置との複数の通信セッションを同時に行うことができる。
また、外部源からのノイズの大部分は、ノイズのエネルギーが特定の周波数範囲に限定さ
れる、狭帯域タイプのものである。狭帯域ノイズ源の例には、無線電話などの通信装置や
、家庭と診療所に通例見られるその他多くの種類の電子機器が含まれる。かかる狭帯域ノ
イズが遠隔計測に使用されるのと同じ周波数範囲であると、帯域内にあるといわれ、装置
間の通信と干渉する可能性がある。常に帯域内ノイズと同じ周波数のチャンネルだけが干
渉を受けるので、多重通信チャンネルを使用すると、この問題の軽減に役立つ。この装置
は、チャンネルを通信に使用する前に、そのチャンネルのノイズも、他の交信の存在の有
無も試験するようにプログラムすることができる。
【００１１】
　ただし、上記のウェイクアップ・スキームには、埋込型装置が待ち受けるウェイクアッ
プ・シーケンスを送信するために、１つのチャンネルを使用する外部装置が必要となる。
したがって、埋込型装置をウェイクアップされ、それと通信を確立することに１つのチャ
ンネルを専用で使用し、それをウェイクアップ・チャンネル又は制御チャンネルと呼び、
その他のチャンネルをデータ通信に使用し、それらをデータ・チャンネルと呼ぶ。通信セ
ッションが確立されると、外部装置は、使用可能なノイズのないデータ・チャンネルを検
出し、双方の装置がデータ転送のためにそのチャンネルに切り替えできるように埋込型装
置にその情報を送信する。次いで制御チャンネルは、他の装置による通信セッションの確
立に使用するために解放される。別の実施形態では、狭帯域ノイズによって単独の制御チ
ャンネルが使用できなくなる可能性を考慮に入れるために、多重制御チャンネルが使用さ
れる。その場合の埋込型装置は、その受信器の電源を入れ、それぞれ異なった制御チャン
ネル上でウェイクアップ文字をリスンするようにプログラムすることができる。それぞれ
異なった制御チャンネルのウェイクアップ間隔は、同じでも異なっていてもよい。
【００１２】
　（１．ハードウェア・コンポーネントの例）
　図１には、外部装置２００の１次遠隔計測コンポーネントと、埋込型医療装置１００が
示されている。この機能ブロック図では、これらのコンポーネントは、装置ごとに同じも
のであるとして示されている。この例示的実施形態では、外部装置と埋込型装置は、遠隔
計測だけでなく装置の運転全体を管理するマイクロプロセッサやデータ／プログラム記憶
用メモリを含んだコントローラ１０２ａ又は１０２ｂをそれぞれ有する、マイクロプロセ
ッサ・ベースの装置である。このコントローラで実行されるコードはまた、以下に説明す
るデューティ・サイクル管理スキームも実装している。埋込型装置１００はおそらく、ペ
ースメーカ又は埋込型電気除細動器／細動除去器などの心律動管理装置であり、外部装置
２００はおそらく、外部プログラマ又は遠隔モニタなどのデータ収集装置である。ユーザ
ー・インターフェース３００（キーボードやモニタなど）によって、臨床医などの使用者
は外部装置の操作を指示することができる。
【００１３】
　長距離ＲＦ受信器１２０ａ、１２０ｂと、長距離ＲＦ送信器１１０ａ、１１０ｂとは、
それぞれ、埋込型装置と外部装置内のマイクロプロセッサ１０２ａ、１０２ｂにインター
フェースで接続される。また各装置では、送信器と受信器は、送信／受信スイッチ１３０
ａ、１３０ｂを介してアンテナ１０１ａ、１０１ｂに結合される。送信／受信スイッチ１
３０ａ、１３０ｂは、マイクロプロセッサによって制御され、送信器からアンテナへ、又
はアンテナから受信器へ高周波の信号を通過させる。装置間の通信を実現するために、デ
ジタルデータで変調した高周波の搬送信号が、一方のアンテナからもう一方のアンテナへ
無線で送信される。この搬送信号からデジタルデータを抽出するための復調器が各受信器
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に組み込まれ、デジタルデータで搬送信号を変調するための変調器が各送信器に組み込ま
れている。各装置のＲＦ送信器と受信器用のコントローラへのインターフェースによって
、データ転送が可能になる。埋込型装置にはまた、下記の形でデューティ・サイクルを管
理するために、ＲＦ受信器及び／又は送信器の電源をコントローラで入切できる手段が組
み込まれている。埋込型装置には、ＲＦデューティ・サイクルを規定するためのウェイク
アップ・タイマ１８０もまた示されている。このタイマは、コントローラで実行されるコ
ードに実装しても、別個のコンポーネントであってもよい。図１にはまた、埋込型装置及
び外部装置用の、電気誘導式に結合された送信器／受信器１４０ａ、１４０ｂとアンテナ
１５０ａ、１５０ｂも示されている。この２つの装置によって、これらが物理的に互いに
接近していると、電力消費を配慮せずに通信を行うことができる。
【００１４】
　（２．通信有効化スキームの説明）
　埋込型医療装置の無線遠隔計測システムは一般に、複数のネットワーク参加者が使用可
能な無線媒体の帯域を共用している、多重アクセス・ネットワークである。所期の受信者
へデータを送信する前に、各ネットワーク参加者が媒体への排他的なアクセスを獲得でき
るように、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルを決めることができる。２つ以上の参
加者が同時に送信を試みると、衝突が生じる。あるネットワークでは、送信が開始された
ときに、他のネットワーク活動が存在しているか見極めるために媒体をリスンしている送
信者によって衝突が検出される。衝突が検出されると、送信者は送信を中止し、再度試す
前に、無作為又は決められた期間の間待機する。しかし、大部分の無線送受信器は、半二
重モードで動作し、進行中のネットワーク活動に対して送信とリスンを同時に行うことが
できない。したがって、無線ネットワークのＭＡＣプロトコルは一般に、衝突発生の確率
を最小限にするために、帯域外信号又はハンドシェーク・プロトコルを使用する。後者の
タイプのプロトコル例では、衝突を避けるために、図２に示されている４重のＲＴＳ－Ｃ
ＴＳ－ＤＳ－ＡＣＫ交換が使用される。特定の受信者にメッセージを送信したいネットワ
ーク参加者はまず、送信要求（ＲＴＳ）フレームを送信し、決められた期間の間、所期の
受信者からの送信可（ＣＴＳ）フレームを待つ。ＲＴＳ又はＣＴＳフレームのどちらかを
聞いている他のすべてのネットワーク参加者は、その送信を延期する。ＣＴＳ応答を受信
すると、送信者は、媒体が排他的に獲得されたと推定して、次いで、受信者へのデータ・
セグメント（ＤＳ）の送信を開始する。データがエラーなく受信されると、受信者は確認
応答（ＡＣＫ）フレームで応答する。このフレームによって、別の参加者によるアクセス
に対して媒体が解放される。本発明は、様々な実施形態において、上記の媒体アクセス制
御プロトコルの任意の文脈でうまく機能することができる。
【００１５】
　次に、特定の通信有効化スキームについて、外部プログラマ又は又は遠隔モニタ（ＰＲ
Ｍ／ＲＭ）と埋込型装置（パルス発生器すなわちＰＧと呼ばれる）を参照して説明する。
この実施形態では、ウェイクアップ・プロセスは上記のハンドシェーク衝突回避プロトコ
ルの枠組みの中で機能する。かかるプロトコルでは、ＰＲＭ／ＲＭは、ＲＴＳとＣＴＳフ
レームを送信して、他の参加者にその送信を延期させる。次いで、ウェイクアップ文字と
装置ＩＤを含んだデータ・セグメントＤＳを、通信したい特定のＰＧへ送信する。次いで
アウェイクしたＰＧが、ＡＣＫフレームを送信して媒体を解放する。ウェイクアップ・プ
ロセスは図３に示されている。ＤＳメッセージの長さは、大きい数に設定され（２５６バ
イトなど）、単にウェイクアップ・インジケータとして使用するために受信される特殊な
ｎビット（１０ビットなど）文字の繰り返しシーケンスを含む。一実施形態では、埋込型
装置と外部装置は、８ｂ／１０ｂなどのＤＣバランス・データ・ストリームを形成する伝
送コードで通信する。かかるビット・バランス・データ・ストリームは、ＲＦ通信では有
利である。ウェイクアップ特殊文字を変動させないために、伝送コードで変更されないビ
ット・バランス・シーケンスとしてウェイクアップ特殊文字を選択してもよい。
【００１６】
　また、このデータ・セグメントは装置ＩＤも含む。この装置ＩＤは、ＰＧごとに一意の
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ウェイクアップ文字を使用することによってウェイクアップ・インジケータ自体に組み込
んでも、あるいはウェイクアップ文字の後に送信される別個のサブ・セグメントであって
もよい。ＰＧは周期的にウェイクアップし（２０～３０秒毎など）、非常に短い間隔の間
リスンを行ってウェイクアップ特殊文字を受信する。ウェイクアップ特殊文字を１つ受信
すると、ＰＧは、さらにいくつかのウェイクアップ特殊文字を受信するのに十分な間だけ
アウェイクのままでいる。一実施形態では、ウェイクアップ文字はＰＧに対して一意であ
り、アウェイクしたＰＧでは、ＰＲＭ／ＲＭがそのＰＧとの通信セッションの確立を求め
ていることが分かっている。次いでＰＧは、データ・セグメントが終了した後アウェイク
状態のまま、ＡＣＫフレームをＰＲＭ／ＲＭに送信する。別の実施形態では、アウェイク
したＰＧは、データ・セグメントに後で現れる装置ＩＤを待ち、装置ＩＤが自身のものと
合致しない場合はスリープ状態に戻る。そうでない場合は、ＰＧは、このデータ・セグメ
ントの後アウェイク状態のまま、ＡＣＫフレームで応答する。ＡＣＫフレーム送信後、Ｐ
Ｇは、ＰＲＭ／ＲＭからの応答を受信するために、延長した期間の間アウェイク状態のま
まになる。このＡＣＫメッセージを正常に受信したＰＲＭは続けて、ＰＧとの通信セッシ
ョンを確立するために、プロトコルの枠組みの中でメッセージ・トラフィックを争奪する
接続プロセスを行う。
【００１７】
　すぐ前に述べた通信スキームによって、ＰＲＭ／ＲＭが、単一の通信チャンネルを共用
する複数のＰＧの中から選択した１つと、通信セッションを確立することが可能になる。
他の変更形態では、通信システムが、周波数で区分けされた多重通信チャンネルを利用す
る。チャンネルの１つが、制御又はウェイクアップ・チャンネルとして専用で使用され、
その他のチャンネルは、ウェイクアップ・チャンネルによって確立された通信セッション
を継続するためのデータ・チャンネルとして使用される。図４に、多重チャンネル環境で
通信セッションを確立する際にＰＲＭ／ＲＭによって行われるステップが示される。ＰＧ
は、周期的にウェイクアップし、上記の形でウェイクアップ・チャンネル上のウェイクア
ップ文字をリスンするように構成される。ステップＳ１では、ＰＲＭ／ＲＭは、ウェイク
アップ・チャンネルが使用可能であると判定されるまで待つ（チャンネル上の他の装置か
らのＡＣＫフレームを受信する、あるいはチャンネル上で交信がないことを判定するなど
よって）。ステップＳ２では、ＰＲＭ／ＲＭが、ウェイクアップ・チャンネルを介したＲ
ＴＳ－ＣＴＳ－ＤＳシーケンスを送信し、ＤＳフレームは、上記のように通信したいＰＧ
の装置ＩＤを含んでいる。ステップＳ３では、ＰＲＭ／ＲＭは、ＰＧからのＡＣＫを待つ
。ＡＣＫが指定時間ウインドウ後に受信されない場合、タイムアイトが宣言され、ＰＲＭ
／ＲＭは、ウェイクアップ・シーケンスをもう１回送信するためにステップＳ１に戻る。
そうでない場合は、ステップＳ４のＰＲＭ／ＲＭは、ＡＣＫフレーム受信後、そのＰＧに
応答し通信セッションを確立するために、ウェイクアップ・チャンネルへのアクセス権を
争奪する。次いでステップＳ５では、ＰＲＭ／ＲＭは、使用可能なデータ・チャンネルを
検出し、ウェイクアップ・チャンネルを介してデータ・チャンネルＩＤをＰＧに送信する
。ステップＳ６では、ＰＲＭ／ＲＭ及びＰＧは両方とも、さらに通信を行うために、選択
したデータ・チャンネルに切り替える。
【００１８】
　多重データ・チャンネルを有することによって、このシステムを使用すれば、狭帯域ノ
イズによりチャンネルの１つが使用に適さなくなった場合でも、データ通信を行うことが
可能になる。狭帯域ノイズによりウェイクアップ・チャンネルの１つが損なわれた場合に
、通信セッションをＰＧで開始できるように、多重ウェイクアップ・チャンネルを使用す
ることが望ましい場合もある。この実施形態では、ＰＧをウェイクアップし、各ウェイク
アップ・チャンネル上のウェイクアップ文字をリスンするようにプログラムされている。
ウェイクアップ・チャンネルごとにＰＧがウェイクアップし、リスンするウェイクアップ
間隔は、同じでも異なっていてもよい。例えば、ＰＧは、１分毎にウェイクアップして第
１ウェイクアップ・チャンネル上のウェイクアップ文字をリスンし、３分毎にウェイクア
ップして第２ウェイクアップ・チャンネル上のウェイクアップ文字をリスンしてもよい。
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この場合、ＰＲＭ／ＲＭは、第１及び第２ウェイクアップ・チャンネル上のウェイクアッ
プ・シーケンスを、交互又は同時に送信するようにプログラムされる。
【００１９】
　前述の特定の実施形態に関して本発明を説明したが、多くの代替形態、変形形態、及び
変更形態が当業者には明らかであろう。かかる代替形態、変形形態、及び変更形態は、以
下の添付の特許請求の範囲に含まれるためのものである。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】埋込型装置及び外部装置のための遠隔計測システムのブロック図である。
【図２】衝突回避のためのハンドシェーク・プロトコルの図である。
【図３】本発明によるウェイクアップ・スキームの図である。
【図４】多重チャンネル環境において通信セッションを確立する際に、ＰＲＭ／ＲＭによ
って行われるステップの図である。

【図１】 【図２】

【図３】
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